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新ボリバル始まる
三度目の正直にできるか  



発行:文鉄・お札とコインの資料館　© 2001-2021 Wada Akina. All rights reserved.

文祐鉄道文祐鉄道

夢見たことの、その先へ。夢見たことの、その先へ。
文鉄は2021年10月07日、

20周年を迎えました。
文鉄は2021年10月07日、

20周年を迎えました。

文鉄は、問い続ける。文鉄は、問い続ける。
現状に満足していないか…
夢を追い続けているか…
創造し続けているか…
変わり続けているか…

覚えていますか。
初めてパソコンに触った日のこと。

たくさんの情報の海に驚いたこと。
ワクワクしたこと。

そして、想像したこと。

自分が作ったソフトウェアを　
たくさんの人が　

使うようになる未来を。

自分が作ったウェブサイトを　
たくさんの人が　

見るようになる未来を。

あの頃の夢、覚えていますか。
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　北アフリカのエジプトは8月1日、11月初旬までにポリマー製
紙幣を発行すると発表した。

　同国でポリマー製紙幣が発行されるのは初で、まずは
10ポンド紙幣を発行するとしている。大統領府はポリマー製
紙幣は耐性が強く、紙製の紙幣に比べて長く利用できる上、
近年のCOVID-19パンデミックを受けウイルスや微生物への
耐性も強いとしている。

エジプト、ポリマー紙幣へ切り替え
まずは低額面から

ペルー、新紙幣発行。まずは2額面
新しいモチーフ、更新されたセキュリティ

　南アメリカのペルーは7月22日、新しい紙幣シリーズのうち、
10ソルと100ソル紙幣を発行した。

　この新紙幣は従来よりもモダンなデザインとなり、表面の
肖像は20世紀に活躍したペルーの芸術家や科学者となり、
裏面が同国初の縦型に変わり、固有の動植物が描かれた。

　今後20ソル、50ソル紙幣が本年中に発行され、200ソル
紙幣は来年中に発行される予定だ。

今回発行された10ソル紙幣と100ソル紙幣
(それぞれ左:おもて、右:裏)

　西アフリカのシエラレオネは8月11日、現在の通貨である
レオンを新通貨レオネへ1:1000の割合でデノミネーション
すると発表した。

　デノミネーションの時期については明らかにされていない。

シエラレオネ、デノミネーション実施へ
旧通貨は一定期間後失効

　中央アフリカのサントメ・プリンシペは8月26日、2018年
より発行していた5ドブラと10ドブラのポリマー製紙幣の
発行を取りやめ、通常の紙幣として発行を開始したとともに、
新デザインとなる200ドブラ紙幣を発行した。

　今回の切り替えについて、5ドブラおよび10ドブラの
ポリマー製紙幣は極めて高温多湿の同国環境下において
溶けるなどの不具合が発生していたためと発表して
いる。

　なお、200ドブラ紙幣についてはセキュリティ上重大な
欠陥があったためすでに無効化していた。

　ポリマー製紙幣から通常の紙幣への切り替えは経費削減を
目的として行っている国もあるが、それ以外の理由では稀。

　200ドブラ紙幣では表面に蝶ではなく、切り替え前の紙幣
同様アムドラ王を描いている。

　ポリマー製紙幣は今後2年間をめどに廃止する予定だ。

サントメ・プリンシペ、ポリマー紙幣を取りやめ
200ドブラ紙幣もリニューアル

　日本の国立印刷局は9月1日より2024年に発行予定の
新デザインとなる日本銀行券の印刷を開始した。

　この日本銀行券は1000円、5000円、10000円の3券種から
なり、今回印刷を行なった新紙幣はATMや自動釣り銭機などの
テスト用途を目的としている。

　この新デザインの日本銀行券は2019年4月に公表された
デ ザ イ ン か ら 微 調 整 も さ れ て お り 、今 回 初 め て
「BANK OF JAPAN」と日本銀行の英語表記が入った。

　Japanと表記される日本銀行券は歴代初めてであり、
これにより非漢字文化圏において日本の紙幣であると認識する
ことが容易となった。

新・日本銀行券印刷開始
まずはATMなどのテスト用

印刷された新デザインの日本銀行券
(それぞれ左:おもて、右:裏)
*5000円紙幣のみイメージ

グアテマラ独立200周年
記念紙幣と記念貨幣を発行

　中央アメリカのグアテマラは8月3日、独立200周年を記念
して20ケツァル紙幣と1ケツァル貨幣を発行すると発表した。

　このうち20ケツァル紙幣は9月6日に発行され、同国で
記念紙幣が発行されるのは初。表面には中央アメリカ
連邦共和国時代に州知事であったマリアノ・ガルベスを描き、
裏面に1821年9月21日に行われたスペインからの独立
調印式の様子を描いている。

　記念貨幣はカラーコインとなり、10月中に額面以上の金額で
販売される見通し。

今回発表・発行された記念貨幣と記念紙幣
(左から順に1ケツァル記念貨幣おもて、20ケツァル記念紙幣おもて、

20ケツァル記念紙幣裏)



新500円貨幣発行日決定
2008年以降の記念貨幣と同様の材質へ

　日本の財務省は10月1日、現在造幣を進めている新500円
貨幣について11月1日より発行を開始すると発表した。

　新500円貨幣は2008年以降に発行された記念貨幣である
地方自治法施行60周年記念500円と同様、バイカラー・クラッド
貨幣となる。

　2000年に現在の500円貨幣が発行された際は、外国貨幣を
用いた偽造貨幣への対策として貨幣が改められた背景が
あったが、今回はこのような大きな偽造事件は発生しておらず、
先手を打った形だ。

　すでに資料館通信23号でお伝えした通り、バイカラー・
クラッドとは内側と外側で異なる金属を用い、 内側に関しては
ハンバーガー状に別の金属を挟んだ構造のことで、内側と
外側で異なる金属を用いているバイメタル貨とは内側の金属が
ハンバーガー状に別の金属を挟んでいるかどうかで区別され、  
世界では2002年に発行された1ユーロ貨および2ユーロ貨から
用いられた。

素材A 素材B

素材C（見えない)
左:バイカラー・クラッド貨幣の構造
中:500円バイカラー・クラッド貨幣表
右:500円バイカラー・クラッド貨幣裏
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文鉄・お札とコインの資料館の運営支援金
(ウェブサイトへの寄付)を募っています。 
詳しくはこちらへ : 
http://www.buntetsu.net/mbc/campa.html

運営支援金を募集しています

運営支援

メキシコ独立200周年
メキシコの独立プロセスを再現した記念紙幣と記念貨幣を発行

　北アメリカのメキシコは独立200周年を記念する20ペソ
紙幣と20ペソ貨幣を発行した。

　記念紙幣にはおもて面にメキシコ独立革命の絵画「三つの
保証軍の平和的な入国」と保証軍の旗、メキシコの国旗を描き、
裏面にはマングローブの生態系を描き、記念貨幣には独立に尽
力したミゲル・イダルゴ、ホセ・マリア・モレロス、ビセンテ・
ゲレロの肖像が描かれた。

　記念紙幣は9月24日から、記念貨幣は9月27日より流通
している。

今回発表・発行された記念貨幣と記念紙幣
(左から順に20ペソ記念貨幣裏、20ペソ記念紙幣おもて、

20ペソ記念紙幣裏)

バハマ、新100ドル紙幣発行
2016年から続く新シリーズ紙幣発行はこれで完了

　北アメリカのバハマは9月29日、10月6日より新100ドル
紙幣を発行すると発表した。

　この新紙幣は2016年の10ドル紙幣発行から始まった一連の
新シリーズ紙幣への切り替えの最終となる紙幣であり、5年
越しにようやく全紙幣が切り替わることとなる。

　これまでバハマの最高額紙幣の肖像にはエリザベス女王が
用いられていたが、今回発行される紙幣は元バハマ総督である
アーサー・ディオン・ハンナが用いられる。

　裏面にはカジキをはじめとするバハマの豊かな海洋環境を
描いている。

今回発表・発行された紙幣
(左:おもて、右:裏面)

　南アメリカのベネズエラは、10月1日にボリバル・ソベラノを
新通貨ボリバル・デジタルへ1:1000000の割合で切り下げる
デノミネーションを実施した。

　ベネズエラでは2008年にボリバルからボリバル・フエルテ、
2018年にボリバル・ソベラノへそれぞれデノミネーションを
実施しているが、今回のボリバル・デジタルへの切り下げ率は
過去最大で、かつての100兆ボリバルが今回の1ボリバル・
デジタルとなり、通貨価値の下落に歯止めがかからない。

　ボリバル・デジタルは紙幣5券種、貨幣1種類が10月1日に
発行された。なお、従来のボリバル・ソベラノの紙幣のうち
高額券種についてはしばらくの期間補助通貨として利用
できるとしている。

　近年3回目となる今回のデノミネーションが、3度目の正直と
なることができるのか、これからが正念場だ。

ベネズエラ、デノミネーション実施
新通貨はボリバル・デジタル

今回発行された紙幣
(左から順に5ボリバル・デジタル紙幣、10ボリバル・デジタル紙幣、20ボリバル・デジタル紙幣、

50ボリバル・デジタル紙幣、100ボリバル・デジタル紙幣。全ておもて)


